
特 集

熊本
～阿蘇山との結びつき～

2016年4月、熊本県を大規模な地震が襲った。
被害は甚大であったが復興は着 と々進められている。

震源近くの熊本県北部には世界有数のカルデラをもつ阿蘇山がそびえている。
カルデラ内の阿蘇五岳は、いまも噴煙を上げ続ける火口を有し、
近年も活発に活動する活火山である。

阿蘇山は「火の国 熊本」のシンボルとして広く親しまれているが、
熊本市から、外輪山の内側にある阿蘇山を望むことはできない。
しかし、熊本で暮らす人々にとって、阿蘇山は遠い存在ではない。

過去の大規模な噴火によって生まれた大地は、
今見る熊本の景観の土台をつくり、資源となり、地下水も育む。
今なお続く活発な火山活動に時に翻弄されながらも、
雄大な自然環境と人々が共生する、世界にも類を見ない暮らしが息づいている。

重要な観光資源でもあり、暮らしの礎でもある阿蘇山。
人々は、阿蘇からもたらされる恵みを享受するだけではなく、
世代を超えて守り、育んできている。
阿蘇山と共に暮らす熊本の人々の取り組みを覗いてみよう。

① 加藤清正公の銅像／塚本敏行
② 通町筋から望む熊本城／熊井彩乃
③ 秋の阿蘇五岳と稲穂（白水村／南阿蘇村）／熊本県
④ 戌
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櫓
やぐら

と修復中の熊本城／松田明浩
⑤ 水基巡り（阿蘇市）／熊本県
⑥ 白川水源（南阿蘇村）／熊本県

❷

❶ ❺ ❻

❸ ❹



 
 
    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 全てのページ
     トリム: 追加 上 周囲 48.19 ポイント
     シフト: 無し
     ノーマライズ(オプション): 改良
      

        
     32
            
       D:20181025134235
       841.8898
       a4
       Blank
       595.2756
          

     Tall
     1
     0
     Full
     746
     346
    
     None
     Right
     2.8346
     0.0000
            
                
         Both
         5
         AllDoc
         88
              

       CurrentAVDoc
          

     Bigger
     48.1890
     Top
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     1
     0
     1
      

   1
  

 HistoryList_V1
 qi2base



	top: 
	index: 
	contents: 


